
大阪府立産業技術総合研究所報告No.14,2000

皮革表面に発生した白い物質の分析
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１、はじめに

皮革や皮革製品に寄せられるクレームは様々である．

皮革や皮革製品に関する情報は繊維製品などと比較す

ると少なく，発生したクレームに対する誤解が見受け

られる．その中で化学的な分析によって成分を明らか

にすることが可能で，誤解を解き，発生原因と対処方

法を明らかにすることができるクレームの一事例を紹

介する．

２，スピュー

躯

カビの胞子に似た粉末状や菌糸状のものが皮革表面

に観察され，カビが発生したというクレームが業者や

消費者から寄せられることがある．このクレームは特

に気温が低下する冬場に多く寄せられる．クレームの

革製品を観察すると，革全休に均一に発生したもの，

部分的に発生したものなどがあり，衣料用革やバッグ

などでは通常白色で，一見するとカビが発生したかの

ように見える．このようなカビのように見える物質を

顕微鏡で観察した結果を図１，２に示す．図１の粉末

状に見えるものは，光学顕微鏡で観察すると革表面に

開いた微細な穴がら絵の具を絞り出したときょうに蛇

行しながら，革の内部から革表面に出ているように見

える．図２の菌糸状に見えるものは，電子顕微鏡で観

察すると菌糸のようなものが表面を覆っているように

図１粉末状スピューの光学顕微鏡写真

図２菌糸状スピューの走査型電子顕微鏡写真
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